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川合大塚山古墳群表採埴輪の検討
村　瀨　　　陸1）
1 ．はじめに
　本稿は、関西大学文学部考古学研究室保管の、奈良県河合町に所在する川合大塚山古墳群2）表
採の埴輪、および本稿に伴い筆者が同古墳群で表採した埴輪の資料化を目的とする。
　2012年12月、関西大学文学部考古学研究室では、関西大学天六キャンパスに所在する収蔵庫整
理のため、収蔵物の再確認を行った。既報告資料が多数を占めるが、一部に出土地不明とされた
コンテナがあり、多くの埴輪が納められていた。そこには出土地を墨書しているものや、出土地
を示した紙切れと共に収納されているものもあった。これらは包まれた新聞紙から判断して数十
年前に当研究室に所蔵された資料であり、発掘によるものが一部含まれているであろうが、多く
が寄贈遺物、または表採遺物であろうと考えられる。
　今回、本稿を草するに至ったのは、上述したコンテナの一つに川合大塚山古墳群で表採したと
推定できる資料が見つかったことに起因する。これらは幸いにも表採地点を記録した木箱や、埴
輪自体に墨書があり表採古墳を特定できた。したがって、当資料が検討資料の少ない川合大塚山
古墳群を考えるために重要であると判断し資料化を行った。
　また執筆に際し筆者は、2013年 1 月 5 日に川合大塚山古墳群の現状確認のため踏査を行った。
その結果、新たに大塚山古墳 2点、中良塚古墳13点の埴輪を表採した。これらの埴輪も合わせて
資料化し、検討に加えた。
2 ．表採埴輪の観察
2 ‒ 1 　表採埴輪の概要
　表採埴輪は、天六キャンパスに所蔵されていた「ナグラ中良」と墨書のある蓋形埴輪 3点（N14
～16）、「ナグラ大塚」とある蓋形埴輪 2点（O3・4）、「城山古墳周辺」を表採地点として記録し
た木箱に納められた円筒埴輪 4点（S1～4）、および筆者の表採した埴輪15点（N1～13、O1・2）
の合計24点である。いずれも、関西大学文学部考古学研究室に保管されてきたが、本稿の執筆後、
河合町教育委員会に寄贈し所蔵して頂いた。
　まず、筆者が表採したN1～13、O1・2の概要を以下に記す。
　中良塚古墳表採の円筒埴輪（N1～12）および朝顔形埴輪（N13）は、中良塚古墳東側くびれ部
付近に位置する宅地際の荒れ地で、現代瓦等と共に地表に散乱していたものを表採した。荒れ地
では日常の焚き火が行われており、埴輪には 2次焼成を受けたものがある。これらの埴輪は、表
採地点の撹乱具合から、くびれ部に位置した埴輪がかなり入り混じった状態であると判断できる。
また、確実な朝顔形埴輪N13の存在から、円筒埴輪として図化したもののなかに朝顔形埴輪が含
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まれる可能性もある。ただし、いずれも小片であり、似通った胎土をもつことから同一個体の特
定等は困難である。
　大塚山古墳表採の円筒埴輪（O1・2）は、大塚山古墳前方部西側三段目斜面で表採した。すな
わち、当初は墳頂に並べられていたものの可能性が高い。これらの埴輪は比較的近い地点で表採
したが、突帯形状の特徴から別個体と推測する。
O1は円形に復元できる透孔をもち、O2は線刻
をもつことが特徴である。
　次に、関西大学文学部考古学研究室に所蔵し
ていたN14～16、O3・4、S1～4について記す。
これらはいずれも「河合大塚山古墳」と書かれ
た紙切れと共にコンテナに納められていた。 5
点ある蓋形埴輪は形態から明らかに二分でき、
それぞれに異なる墨書があること、またS1～4
を納める木箱に日付と表採地点、および周辺地
図が描かれていることから、それぞれの表採古
墳を特定することができた。
　N14～16の蓋形埴輪は「ナグラ中良」と墨書
があることから、中良塚古墳で表採したものと
判断した。詳細な表採地点は不明である。また、
胎土の特徴からN14・15は同一立ち飾りと考え
る。ただし、N16は胎土や大きさから、同一個
体である別立ち飾りと考えられる。これは次章
㪈㪑ᄢႦጊฎზ䇭㪉㪑ਛ⦟Ⴆฎზ䇭㪊㪑ၔጊฎზ
㪋㪑ਣጊฎზ䇭㪌㪑਻௯Ⴆฎზ䇭㪍㪑㜞ጊ䋲ภზ
㪎㪑㜞ጊ䋳ภზ䇭㪏㪑㜞ጊ䋴ภზ䇭㪐㪑ፉ䈱ጊฎზ
ၨベ಴࿯વᛚ࿾
䋨㪪㪈䌾䋴⴫ណ࿾ὐ䋩
ᎹวᄢႦጊฎზ⟲䈫䈠䈱๟ㄝ








図 1　川合大塚山古墳群周辺地図
写真 1　S1～4が納められた木箱
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で検討を加える。
　O3・4の蓋形埴輪は「ナグラ大塚」と墨書があることから、大塚山古墳で表採したものと判断
した。詳細な表採地点は不明である。これらは胎土の特徴から同一個体と考える。同じ蓋形埴輪
片であるN14～16に比べ厚く大型である。
　S1～4の円筒埴輪は、城山古墳南側の道を越えた地点で表採されたことが木箱に記されている
（写真 1）。「S61.10.5」と書かれており、N14～16、O3・4と合わせてこの日に表採されたものと
推定する。埴輪はすべて特徴が異なり別個体であると判断した。また、木箱に記された表採地点
は従来から埴輪出土伝承地として知られている〔河合町教育委員会 1990・1994b〕。
2 ‒ 2 　表採埴輪の詳細観察―資料からみた円筒埴輪製作技法―
　表採埴輪の観察・記録はすべて表 1の観察表、図 4～ 8の実測図、写真 3～ 7に示した。蓋形
埴輪に関するA・B面は、便宜上、実測平面図の左側をA面、右側をB面とした。以下では中良
塚古墳表採の埴輪から観察できる円筒埴輪製作技法に関わる特徴を記す。
　N4は、突帯の上下面でハケの条数が明らかに異なる資料であり、ハケ工具が異なる可能性を示
す。突帯上面は裏面のハケ条数と一致する。明瞭な接合痕は観察できないが、次の製作工程を復
原できる。すなわち、①突帯部分まで粘土積み上げ後ナデおよびハケ調整、②さらに粘土を積み
上げナデ調整を行い接合、③突帯貼りつけ、④工具の交換または工具を当てる部位を変更し、突
帯上面と裏面をハケ調整、という①～④への工程が復原できる。
　N6は、突帯上辺にL字形工具痕跡と考えられる痕跡がある。L字形工具痕跡は鐘方正樹氏が提
唱した突帯間隔設定技法の凹線技法（B手法）に伴う器面痕跡として指摘されたものである〔鐘
方 1997〕。中期古墳の円筒埴輪は突帯間隔が揃う傾向があり、この原因となる技法のひとつが凹
線技法とされる。つまり、L字形工具痕跡の存在は、その埴輪が突帯間隔設定技法を用いて製作
されたことを示す。
　N8は、突帯部分が剥離し接合面が露出する資料である。接合面には刺突痕が上端と下端のそれ
ぞれに並ぶように施される。中期古墳において、突帯貼り付け面には凹線を施すことが多い。当
資料のような刺突痕は、土器や瓦の接合面に多く用いられる技法かつ前期古墳の円筒埴輪には見
られる技法であるが、中期古墳における円筒埴輪の突帯接合面に用いられることは珍しい。
3 ．川合大塚山古墳群表採埴輪の検討
3 ‒ 1 　大塚山古墳表採の蓋形埴輪について
3 ‒ 1 ‒ 1 　蓋形埴輪の復元と位置づけ
　大塚山古墳表採の蓋形埴輪 2点（O3・4）は、胎土や色調などの特徴が類似するため同一個体
と推定できる。
　O3・4のいずれにも交差する線刻が施される。線刻パターンはO3のA面、O4のB面で詳細を
観察できる。線刻は透孔の両側に、透孔長辺に平行する二重の線が施され、さらにその外側に二
重の線が施される。O3は、線刻が透孔の両側で同様に存在することから、四線帯である小栗分
類3）用形文a2文様、あるいは鍵手文 f1文様に復元が可能である。しかし、透孔をもつことや透孔
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短辺に平行する線を重視すると、後者の鍵手文 f1文様が適当であると考える4）。同文様をもつも
のは、奈良県平塚 1号墳出土例（図 2）5）がある。ただし、O3・4は線刻の施し方が定まっておら
ずやや不慣れであり、型式学的に平塚例に後出する可能性が示唆される。鍵手文f1文様が施され
る時期は、小栗編年による第 3段階（円筒埴輪編年6）Ⅲ‒ 2 、奈良県室宮山古墳併行）であり、立
ち飾りの形状はⅠc・Ⅱc型式としか組み合わない。鍵手文 f1文様の内郭外枠線が単線に置き換
わる f2文様は、第 4～ 5 段階（円筒埴輪編年Ⅳ‒ 1 ～ 2 ）と幅をもつ文様であり、後述するが立
ち飾り部の形状と文様が定型化する時期に盛行する。すなわち、これまで大塚山古墳は中期中頃
～後半として捉えられてきたが、O3・4は中期前半を視野に入れた検討を要することを提示する
ものである。
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図 2　（上・下左）平塚 1号墳出土蓋形埴輪（下右）O3・4復元図
3 ‒ 1 ‒ 2 　圧痕が示す製作技法について
　O3は、ハケ調整や線刻とは別の平行する 2本
の圧痕が観察できる（写真 2）。これはいずれも
焼成前についた圧痕である。このような圧痕は
従来あまり着目されていなかったが、近年、辻
川哲朗氏が堺市飯塚山遺跡出土蓋形埴輪の再検
討のなかで、乾燥工程における支持具の使用を
指摘し、その際についた支持具痕であることを
示した〔辻川 2007〕。O3の圧痕はこれに類似
し、乾燥工程における支持具痕として認めるこ
とができる。当資料から、鍵手文f1文様をもつ 写真 2　O3の支持具痕
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段階に支持具を用いた製作が存在することを確認できた。
3 ‒ 2 　中良塚古墳表採蓋形埴輪の復元と位置づけ
　中良塚古墳表採の蓋形埴輪は 3点（N14～16）ある。そのうち、N14・15は胎土や線刻パターン
から同一立ち飾りと判断できる。ただしN16は、N14と同じ立ち飾り頂部片であるが、胎土や大
きさからN14・15とは別立ち飾りと判断した7）。したがって、本稿では同一立ち飾りであるN14・
15から復元検討を行う。
　観察表に記した通り、いずれも蓋形埴輪立ち飾り部片であり、N14がその上部、N15が下部の破
片である。大塚山古墳表採のO3・4と同様に、片面のみにハケ調整が密に施されており、反対面
は摩滅が激しく観察困難な部分もあるが、少なくともハケ調整は確認できない。片面がナデ調整
のみで仕上げられた例は多くあり、見えない面のハケ仕上げの省略として理解されている。
　蓋形埴輪立ち飾り部の変遷8）は、線の本数や立ち飾り部上辺の傾斜などをもとに進められてい
るが、N14・15はその形態から小栗分類Ⅱe型式に位置づけることができ、鍵手文f2文様をもつ。
Ⅱe型式は、最も形態が安定し定型化する段階である。そのなかでもN14・15は、上人ヶ平16号
墳出土例と細部の特徴までが酷似する。そこで上人ヶ平16号墳出土例を範型とし、上人ヶ平16号
墳例を左側、N14・15を復元し右側に図化したものが図 3である。比較して明らかなように、線
刻の施し方や透孔の配置に至るまでほとんど差異がない。したがって、N14・15は図示したよう
な配置・形態に復元することが妥当であることが分かる。小栗氏が指摘するようにⅡe型式は定
型化する段階で、その製作に規範があったことを想定させる。だからこそ、このような復元が可
能になったのである。今後、この型式に着眼した研究を通して、未だ不明確である形象埴輪の生
産体制を明らかにできる可能性があろう。
　また、小栗氏はⅡe型式が盛行する時期を円筒埴輪編年Ⅳ‒ 2 段階、須恵器編年TK216型式併
行に位置づけている。これは従来報告された資料〔河合町教育委員会 1994a〕や、筆者が中良塚
古墳で表採した円筒埴輪が、突帯間隔設定技法を用いるような製作の規格化、およびBc種を含
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図 3　（左）上人ヶ平16号墳出土蓋形埴輪（右）N14・15の復元図
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むヨコハケの普及がみられることからも整合性のある時期と言える。
4 ．おわりに
　本稿は、表採埴輪の資料化を第一目的として資料紹介した。その結果、当資料は製作技法や時
期を検討できる資料が含まれることが分かった。川合大塚山古墳群は幸いにも宅地開発などが少
なく、比較的良好に各古墳が残存する。一方、調査が少ないことは検討資料が乏しいことを意味
する。このような現状において、本稿で紹介した埴輪が当古墳群の研究を進展させる資料として
今後活用されることを期待したい。
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図 3：伊賀高弘ほか　1991『京都府遺跡調査報告書』第15冊に加筆
図 4～ 8：筆者作成
写真 1～ 7：筆者撮影
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表 1　埴輪観察表
番号 器種 計測値 色調 胎土 焼成 説明
中良塚古墳表採埴輪
N1 円筒埴輪
高×幅
厚さ
3.9×5.7cm
0.95cm
外）暗赤褐色
内）暗赤褐色
断）暗赤褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯は一部残存し、突帯上面、側面、下面ともに丁
寧なヨコナデ調整。突帯形状は上辺と下辺の突出が
等しいM字状。外面はわずかにヨコハケ調整が観察
できる。突帯上部、突帯側面、突帯下部に工具痕の
窪みあり。内面は摩滅。
N2 円筒埴輪
高×幅
厚さ
3.2×5.2cm
1.0cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）淡褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯の残りは良く、突帯上面、側面、下面ともに丁
寧なヨコナデ調整。突帯形状は上辺、下辺ともにほ
とんど突出差がないM字状。外面はやや摩滅して不
明瞭であるが、条数不明のやや強く条間の広いヨコ
ハケ調整。内面は全面欠損。
N3 円筒埴輪
高×幅
厚さ
3.9×5.9cm
1.0cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）褐色
2 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯の残りは良く、突帯上面、側面に丁寧なヨコナ
デ調整が施されるが、下面はややナデ調整が粗雑で
わずかに接合痕が観察できる。突帯形状は上辺と下
辺の突出が等しいM字状。内外面ともに摩滅。
N4 円筒埴輪
高×幅
厚さ
7.5×10.3cm
0.7cm
外）褐色
内）橙～褐色
断）褐色
3 mm大の
砂粒含む
良好
突帯の残りは良く、突帯上面、側面は丁寧にヨコナ
デ調整が施されているが、下面はほぼ貼りつけたま
まの状態で接合痕が観察できる。突帯形状は上辺が
下辺より突出する。外面は、破片上部に線刻が 1条
見られ、全体にヨコハケ調整。ただし、突帯の上は
3～ 4条/cmに対し、下は 7条/cmであるように、
突帯の上下でハケ工具が異なる可能性がある。静止
痕は観察できない。内面は 3～ 4条/cmのハケ調整
が斜め方向に施され、外面の突帯上面のハケ工具と
同一であると推定。一部オサエの痕跡が残るが、接
合痕は不明瞭。
N5 円筒埴輪
高×幅
厚さ
4.1×6.6cm
1.0cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）淡赤褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯の残りは良く、突帯上面、側面は丁寧にヨコナ
デ調整が施され、下面はわずかにナデ調整の痕跡が
見られるが、貼りつけた際の接合痕が観察できる。
突帯形状は上辺が下辺より突出するM字状。内外面
ともに摩滅。
N6 円筒埴輪
高×幅
厚さ
4.1×5.0cm
1.1cm
外）淡黄褐色
内）淡黄褐色
断）褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯の残りは良いが一部摩滅。突帯上面、側面、下
面ともに丁寧なヨコナデ調整が施されるが、下面で
は接合痕がわずかに観察できる。突帯形状は上辺が
下辺よりわずかに突出するM字状。内外面ともに摩
滅して不明瞭。突帯上部の接合部付近に1条の横方
向圧痕が観察できる。この圧痕の上部にハケ調整の
痕跡が全く見られないことからL字形工具痕跡の可
能性あり。
N7 円筒埴輪
高×幅
厚さ
2.2×5.2cm
1.1cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）褐色
2 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯の残りは良く、突帯上面、側面は丁寧にヨコナ
デ調整が施されるが、下面はそれら比べやや粗雑な
ナデ調整であり、わずかに接合痕が観察できる。突
帯形状は上辺がわずかに下辺より突出する。外面は
摩滅して不明瞭であるが、内面はわずかに縦方向の
ハケ調整が見られる。
N8 円筒埴輪
高×幅
厚さ
5.0×5.2cm
1.0～1.2cm
外）淡橙色
内）淡橙色
断）淡橙色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯が剥離した痕跡が残る。突帯剥離部分は、突帯
上辺端部から上面接合部に至る部分に相当する部位
は淡橙色を呈するのに対し、突帯上辺端部から下面
接合部に至る部分に相当する部位は淡褐色を呈し剥
離面が滑らか。なおかつ淡橙色の部分との間にわず
かな段あり。これにより、突帯貼りつけ面は平滑に
調整されている印象を受ける。突帯接合部分は、長
さ 7 mm幅 1 mmほどの刺突痕が密に施される。破
片上面は粘土紐積み上げの休止ラインに相当し、端
部が丸く剥離。外面は摩滅し、内面は端部に横方向
のナデ調整。
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N9 円筒埴輪
高×幅
厚さ
5.4×7.8cm
0.8cm
外）黄褐色
内）橙色
断）橙色
5 mm以下
の砂粒、
金雲母含む
良好
突帯は摩滅しているが、突帯上面、側面、下面とも
にヨコナデ調整。突帯下部には粗いヨコハケが観察
できる。内面は摩滅及び欠損。全体が 2次焼成を受
ける。
N10 円筒埴輪
高×幅
厚さ
4.4×5.5cm
1.0～1.1cm
外）褐色
内）褐色
断）赤褐～褐色
2 mm以下
の砂粒わず
かに含む
良好
外面 5条/cmのヨコハケ調整。静止痕が確認でき、
B種ヨコハケと推定する。内面は 5条/cmのタテハ
ケ調整。工具を移動させて止めた時の静止痕が残る。
N11 円筒埴輪
高×幅
厚さ
4.0×5.2cm
1.2～1.4cm
外）褐色
内）橙色
断）褐色
2 mm以下
の砂粒含む
良好
基底部片で、基底部が残存。内外面ともにやや強い
斜め方向のナデ調整。底面は、強いナデ調整が間隔
をあけて施され凸凹する。
N12 円筒埴輪
高×幅
厚さ
復元内径
7.7×12.1cm
1.0cm
33.6cm
外）淡黄褐色
内）淡黄褐色
断）淡黄褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯の残りは良く、突帯上面、側面、下面ともに丁
寧にヨコナデ調整。突帯形状は上辺より下辺がわず
かに突出する。内外面ともに摩滅して不明瞭である
が、突帯下部とその内面、内面下部に粘土接合痕が
見られ、それに沿ったオサエを確認できる。
N13 朝顔形埴輪
高×幅
厚さ
3.5×7.4cm
0.8～2.0cm
外）橙色
内）暗褐色
断）暗褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
朝顔形埴輪頸部片である。突帯の残りは良く、突帯
上面、側面、下面ともに丁寧なヨコナデ調整。突帯
の接合状況が断面に明瞭。外面調整は摩滅し不明瞭。
内面は頸部をヨコナデ後、横方向のハケ。肩部はオ
サエが施され頸部は鋭く屈曲し稜をもつ。
N14 蓋形埴輪
高×幅
厚さ
16.3×9.2cm
1.5～2.0cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）褐色
2㎜以下の
砂粒含む
良好
立ち飾り頂部片であり、上辺はやや内湾しながら比
較的急な傾斜をもつ。外側上鰭の痕跡をもつ。A面、
B面ともに幅約 1 mm、深さ0.5mmの線刻が施され、
2条平行するように見えるが、平行移動でないこと
から、別個に施している。A面はハケ調整（10条/
cm）が明瞭。切り合い関係から、ハケ調整の後に
線刻を施す。B面は摩滅が激しいが、残存面にハケ
調整が見られずナデで仕上げられた可能性がある。
線刻パターンはA面と同様であり、一部ナデ調整あ
り。長方形透孔に復元できる遺存面あり。側面は、
砂礫の移動痕からヘラケズリ調整。
N15 蓋形埴輪
高×幅
厚さ
9.6×14.4cm
1.2～2.6cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
N14よりやや下方の立ち飾り下鰭部である。A面、
B面ともに幅約 1 mm、深さ0.5mmの線刻がそれぞ
れ独立して施される。A面はハケ調整（10条/cm）
が明瞭であるが、B面は摩滅により不明瞭。長方形
透孔に復元できる遺存面あり。
N16 蓋形埴輪
高×幅
厚さ
13.4×10.7cm
1.7～1.8cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
立ち飾り頂部片であり、N14より内側の破片である。
ただし、胎土や大きさからN14・15とは別個体と考
えられる。A面、B面ともに同様のそれぞれ独立し
た幅約 1 mm、深さ0.5mmの線刻あり。両面ともに
摩滅が激しく調整は観察できない。長方形透孔に復
元できる遺存面あり。
大塚山古墳表採埴輪
O1 円筒埴輪
高×幅
厚さ
8.2×9.7cm
1.1cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）淡褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯は一部残存し、突帯上面、側面、下面ともに丁
寧なヨコナデ調整。特に下面は強くナデ調整され、
突帯がやや下方に傾斜した形状を呈する。外面は摩
滅し、内面は一部で 4条/cmのハケ調整が観察でき
る。接合痕上に連続的なオサエあり。突帯から約 2
～ 3 cm下方に円形透孔に復元できる遺存面あり。
O2 円筒埴輪
高×幅
厚さ
7.6×11.5cm
1.3cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）淡褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯は良好に残存し、突帯上面、側面、下面ともに
丁寧なヨコナデ調整。特に側面は強くナデ調整され、
突帯は上辺と下辺が突出するM字状。下面もナデ調
整によってやや窪みをもつ。外面は 4条/cmのヨコ
ハケ調整。摩滅し不明瞭であるが、少なくとも残存
部のヨコハケは同一工具によるワンストロークであ
る。突帯上部の面に幅約 2 mm、深さ 1 mmの線刻
あり。内面は、 4条/cmのハケ調整が一部見られ、
接合痕上に連続するオサエあり。
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O3 蓋形埴輪
高×幅
厚さ
20.3×11.1cm
2.4～3.1cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）褐色
4 mm以下
の砂粒含む
良好
A面、B面ともに幅約 2 mm、深さ約 1 mmの線刻
が施される。線刻は 2本の疑似平行線を基本とし、
一部交差する部分も確認できる。A面の切り合い関
係から、疑似平行する 2本の線刻が同時施文されて
いないことを示す。A面とB面で線刻パターンがや
や異なる。A面は 6条/cmのハケ調整で、幅約 3～
5 mm、深さ約 1 mmの平行する 2本の圧痕が観察
できる。これはハケ調整、線刻の両方を施した後の
圧痕であり、なおかつ焼成後の欠損とは異なり、乾
燥するまでについたものである。これは、辻川哲朗
氏によって指摘されている支持具の痕跡と判断し
た。B面は線刻を除き摩滅し、A面で見られたよう
な圧痕も観察できない。長方形透孔に復元できる遺
存面あり。これらの形状より、立ち飾り中央～上部
であると推定。
O4 蓋形埴輪
高×幅
厚さ
15.3×18.3cm
1.7～3.5cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）褐色
5 mm以下
の砂粒含む
良好
A面、B面ともに幅約 2 mm、深さ約 1 mmの線刻
が施される。切り合い関係や線の平行関係から全て
独立して施文される。また、A面とB面では線刻パ
ターンがやや異なる。A面は摩滅し不明瞭であるが、
B面は一部で 7条/cmのハケ調整が観察できる。形
状の復元できる長方形透孔が1つと、それとほぼ同
様の形状をもつとされる長方形透孔の遺存面があ
り、合わせて 2つの透孔痕跡が観察できる。以上の
形状から、立ち飾り中央～下部であると推定。側面
は砂粒の移動からヘラケズリ調整。
城山古墳周辺表採埴輪
S1 円筒埴輪
高×幅
厚さ
6.5×9.0cm
1.1cm
外）暗赤褐色
内）赤褐色
断）淡褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯は大部分が欠損・摩滅するが、一部残存する形
状から、突帯上面、側面ともに丁寧にヨコナデ調整
されている一方、下面は貼りつけた後の調整がなく
接合痕が明瞭。突帯形状は上辺が下辺より突出する。
外面の調整は 2次調整のヨコハケのみで、 1次調整
の痕跡や静止痕は観察できない。残存部のハケ目は
迷いがなくワンストロークであるため、B種ヨコハ
ケと推測。内面はナデの痕跡があるが、接合痕など
は不明瞭。
S2 円筒埴輪
高×幅
厚さ
6.0×6.1cm
0.9cm
外）赤褐色
内）赤褐色
断）褐色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯は大部分が欠損するが、一部残存した形状から、
突帯上面が丁寧にヨコナデ調整され、側面、下面も
わずかにナデ調整。外面は摩滅するが、突帯下にや
や強いヨコナデ、そのやや下方にヨコハケの痕跡が
わずかに残る。内面はやや強いナデ調整。一部接合
時の剥離面が残存。
S3 円筒埴輪
高×幅
厚さ
3.9×2.9cm
0.7cm
外）橙色
内）橙色
断）灰色
3 mm以下
の砂粒含む
良好
突帯は比較的良好に残存し、突帯上面、下面ともに
接合痕が見えなくなるまでヨコナデ調整、側面も平
坦にナデ調整。突帯形状は台形状。内外面ともに摩滅。
S4 円筒埴輪
高×幅
厚さ
6.1×6.0cm
0.9～1.6cm
外）橙色
内）淡黄色
断）淡黄褐色
4 mm以下
の砂粒含む
良好
底部片。外面は摩滅。底部は間隔をおいてオサエ。
内面はヨコナデ調整され、底部付近はより強く調整。
底面は摩滅し、痕跡は確認できない。
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図 4　中良塚古墳表採埴輪（N1～13）
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図 5　中良塚古墳表採埴輪（N14～16）
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図 7　城山古墳周辺表採埴輪（S1～S4）
図 6　大塚山古墳表採埴輪（O1～O2）
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図 8　大塚山古墳表採埴輪（O3～O4）
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写真 3　中良塚古墳表採埴輪（N1～13）
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写真 5　城山古墳周辺表採埴輪（S1～S4）
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写真 6　中良塚古墳表採埴輪（N14～16）
写真 7　大塚山古墳表採埴輪（O3～O4）
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